






先天異常モニタリングで病因解析に必要な情報収集を考えるさい,幾つかのポイントがあ

る。それらは,1)基本の情報収集システムを如何なる観点から設計するか,2)集積された膨

大な情報を情報の密度やレベルに応じて区分し,適切な活用をはかること,3)個々の情報の

質をどのように保障するか,4)情報連結技法により病因解析に必要な情報ブロック群を形

成していくこと,5)上記を保障するため関連した技法の開発,活動力の組織化を行うこと,

などである。これらの情報収集の条件が満たされたうえではじめて理論的な病因解析が可

能となる。この点は病因解析に関する最大の問題点である。 

まず先天異常への国の対応が地域コミュニティを基盤としている点に目を向けねばならな

い。全国の先天代謝異常スクリーニング,また外表奇形モニタリングや神経芽細胞腫スクリ

ーニング試行などは都道府県自治体を基本の活動単位としている。このことは先天異常の

諸問題が国およびそれぞれの自治体の母子保健行政の諸施策と表裏一体の関係にあること

を示すもので,極めて能率的な活動展開となっている。 

先天異常の早期発見・早期治療は国および都道府県自治体の母子保健活動の主要目標のひ

とつであり,国・県域・地域でさまぎまな具体的活動が展開されている。この活動から生じ

る情報は自治体の基本単位である市町村の各種母子保健台帳や活動記録に蓄積されている

。もちろんこれらの情報収積は病因解析に関してノイズ情報も少くないから,適切なフィル

ターを通して活用することが条件である。両者の共通集合を抽出し精選すればよいことに

なる。 


